
「性感染症のおはなし」
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性感染症とは、性行為により感染する病気のことです。

原因となる細菌やウイルスを含む精液、睦分泌液、血液

などが、口や性器の粘膜、皮膚などに接触することで感

染がおこります。性行為以外の日常生活では通常感染し

ません。また、「感染する」ものであり、不潔にしてい

るからといって自然発生することはありません。
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熊本市の年齢別にみた性感染症患者数（男性）
（人） ｛平成27年｝熊本市感染症発生動向調査より
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熊本市の年齢別にみた性感染症患者数（女性）
（人｝ ｛平成27年｝熊本市感染症発生動向調査より
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性感染症に感染している人は、男性では 20代前半～

40代前半、女性では 10代後半～30代前半に多く、特に

女性は若い世代に多いことが分かります。最近は高校生

の間でも性感染症が広がりつつあります。また、中高年

でも感染率が高くなっていま

す。

~ I ,~ 
予防にはコンドームの使用

が効果的です。コンドームは

バリアの役割を果たすため、

感染している人の精液や睦分

泌液が、口や性器の粘膜に接

触することを防ぎます。性器

ヘルペスや腫カンジダ症などコンドームで予防できない

性感染症もありますが、一番現実的で確実な方法と考え

られています。また、パスタオルの共有も注意が必要な

場合があります。

性感染症の主な症状

男性
尿道のかゆみ・不快感、排尿時のかゆみ・痛み、

膿が出る、陰部のかゆみ、痛み、腫れ、ただれ

女性
おりものが増える、下腹部痛、

性器周辺のかゆみ・痛み・排尿困難・性行時の痛み

性感染症の主な症状は、表のようになっています。た

だし、性感染症は症状を感じにくいものも多いため、知

らない聞に病気が進行したり、パートナーも感染する可

能性があります。男女とも不妊症の原因になる場合があ

り、妊婦が感染した場合は流産や早産の原因になるほか、

出産時に新生児が感染する可能性があります。新生児が

感染すると、肺炎や失明の原因になったり、不幸にも士

くなってしまうこともあります。また、乳幼児は免疫力

が弱いため、口うつしなどによって感染する可能性があ

るといわれています。

性感染症は放っておいて自然に治るものではないた

め、疑わしい症状がある場合は、早めに受診されること

をお勧めします。

熊本医療センターのミ二医療情報誌

通信
国立病院機構熊本医療センター発行｜

産婦人科より

「』性感染症」について

看護部より

性感染症のおはなし

力一手ーション

｜ 「くす（樟）」の由求について
〈す（棒）は常緑の広葉樹で、熊本城内に多〈長Lられます。種々の精
油成分を令み、良い香りがします。樟脳をはじめ色々な薬用成分が抽出
されるなど有用な薬用樹でもあります。
また、くすし（薬師）とは、医師のことを指し、〈すしぶみ（薬師書）
は医術に関する書物のことを言います。
本誌はこの「くす」にあやかり、健康な生活を送るために情報を提供
しております。お気軽にお読み下さい。



国立病院機構熊本医療センタ－ ｜ 
・総合医療セン-9 総合診療科、血液内科、腫蕩内科、

糖尿病・内分泌内科、呼吸器内科、腎臓内科

・消化器病セン亨 消化器内科

・心臓血管センヲー循環器内科、心臓血管外科

・脳神経セン告 脳神経外科、神経内科

・感覚器セン空 眼科、耳鼻いんとう科、皮1膚科
・画像診断・治療センヲー放射線科、放射線治療科

・救命救急センヲ 救急科

・病理診断科 ・外科 ・頭頭部外科・呼吸器外科
・小児外科 ・整形外科 ・形成外科 ・精神科

・リウマチ科 ・小児科 ・泌尿器科 ・産婦人科

・リハビリテション科 ・麻酔科 ・歯科口腔外科

＠診療時間 8:30～17:00
＠受付時間 8:15～11:00
＠休診日土・日曜日および祝日

干860-0008熊本市中央区二の丸1-5

TEL 096 (353) 6501 （代表）
FAX 096 (325) 2519 
H P http //www.nho-kumamoto.jp/ 

診療科

急患は 、』〆
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受け付けます

，ーミミ司越竃置・
当院産婦人科は、婦人科悪性腫虜の治療を主に

施行しており、県内全域より紹介患者様を受け入

れております。また、婦人科良性腫療では腹腔鏡

下手術も積極的に取り入れ、患者様が一日でも早

く社会復帰できるように心掛けております。

私たちは、真塾な対応とわかりやすい説明さら

に適切な処置を行うことを心がけ、患者様及びご

家族様の意志を尊重した治療の選択ができるよう

努めております。

また、産婦人科救急にも 24時間体制で対応し

ており、さらに熊本で

は数少ない精神科を有

する総合病院の産婦人

科として精神科疾患合

併の婦人科患者様も積

極的に受け入れていま

す。
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性感染症について

産婦人科医師

やまもと なお

山本直

性感染症は、性器、口腔等による性的な接触によ

り誰もが感染する可能性がある感染症であり、生殖

年齢にある男女を

中心とした大きな

健康問題となって

います。性感染症

は、感染しでも無

症状であることが

多いため、感染したことに気づきにくいという特性

があります。その為、無症状のうちに関係した人達

に病気が広がっている可能性があります。

性感染症は、不妊の原因となることや子宮頚がん

などの生殖器がんの発生原因となることもありま

す。生殖年齢にある女性が性感染症に擢患した場合

には、母子感染による次世代への影響があり得るこ

とも問題点となっています。

性感染症の中でもっ

とも患者数が多いとさ

れているのは、性器ク

ラミジア症です。最近

は、オーラルセックス

（口腔性交）を介した感

染も目立っており、性

交渉をしていなくても

口から性器へ、性器か

ら口へと感染しますの

で注意が必要です。性

器クラミジア感染は、
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感染の機会（性交渉など）

から 1～ 3週間で発症し

ますが、症状はおりもの

の増加や軽い下腹部痛、

排尿痛などの非特異的な

もので、多くは無症状で

す。しかし、症状が無く

ても病気は進行し、卵管炎、骨盤腹膜炎などを経て、

不妊症や子宮外妊娠の原因となる事があります。自

覚症状があまり無いため、妊婦検診で初めて見つか

ることも多く、 10代後半の妊婦の 5人に 1人、 20

・ー・．，

代前半で 12人に 1人の割合で感

染が確認されています。治療は

抗生剤の投与で l～ 2週間程で

治癒しますが、パートナーが治

療しなければ、治ってもすぐう

つされてしまいますので、パー

トナーと一緒に治療することが原則です。

また、日本国内の新規HIV（ヒト免疫不全ウイルス）

感染者数は、一時期、減少傾向にありましたが、現

在は再び増加し、横ばいの水準となっています。保

健所でのHIV検査及び相談件数は減少しているため、

HIVに対する関心度の低さが問題となっています。

HIVは性器クラジミア感染など局所炎症がある状態

では感染率が高くなるとされ、クラミジア感染症は

「HIVに感染しやすい性感染症」としても問題視され

ています。

これらの性感染症に対しては感染を予防すること

が最も大切ですが、性感

染症の多くは治療できる

病気ですので、無症状で

あったとしても感染が心

配されるときには検査を

受けて早期発見すること

も大切です。
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